
 

 令和元年度事業計画 

１．基本方針 

少子・高齢・人口減少社会の荒波を乗り切る為には、『一億総活躍社会の実現』は欠かせま

せん。とりわけ、高齢者の概念が７５歳以上に変わろうとする時勢を考えても、元気な高齢

者の皆さんが、生涯現役で活躍し続けることができる社会の実現は、私たちが目指す事です。 

このことからシルバー人材センター事業への期待、注目が高まる中、我々の事業の最大の

評価ポイントは、会員数、粗入会率に他有りませんが、全国的にシルバー人材センターの会

員は、直近で年間減少を続け、ピーク時の約１割の会員数が減る結果となっております。 

このような中で、会員数を伸ばしてきた我々門真市シルバー人材センターは、戦略的に新

しい事業に取組、門真市の地域特性を生かした先進的なシルバー人材センター事業の成功事

例『かどまモデル』の構築を目指し、全国に発信してまいります。 

 

２．『かどまモデル』の骨子 

  事業の現状を分析し、より戦略的な事業のイノベーションを目指します。 

【１】会員数を増やす 

【２】就業機会を拡大する 

【３】普及啓発活動を推進する 

【４】公益社団法人としてのガバナンスの徹底を図る 

【５】安全・適正就業を推進する 

【６】法人組織の活性化を目指す 

  【７】描け未来 次の十年へ 

 

３．事業運営基本方針と数値目標 

 基本方針に基づき、以下の令和元年度の事業運営基本方針と数値目標を目指します。 

（１）事業運営基本方針  

私たちは、一人でも多くの高齢者の皆様に、出来るだけ長く、出来るだけ多くの活躍でき

る場所を提供してまいります。就業を通じた『生きがいづくり』・健康保持・地域参加、依っ

て福祉の増進を図り、生涯現役を目指すすべての高齢者の応援団となります。 

公益社団法人として、地域が抱える諸問題を、ＮＰＯ法人や各種団体等と協働し、地域の

絆・活力を育み、みんなが『楽しい』を感じる事業を目指します。 

また、高齢者が活躍し、社会を支え続ける我々の事業の価値を、すべての年齢層に広く発

信し啓発します。 



（２）数値目標 

事業基本方針に基づき、令和元年度の数値目標を以下に設定し、必達を目指します。 

 

①正会員数 

年度 
令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

正会員数（人） １，７５０ １，６７５ １，８００ 

【内】新入会者 ３００ ２３８ ２８０ 

 

②契約件数 

年度 
令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

受託事業（件） ６，０００ ５，４９５ ６，５００ 

派遣事業（件） ３７０ ２７６ ３２０ 

 

③契約金額 

年度 令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

受託事業（千円） ４１５，０００ ４２１，８４１ ４２５，０００ 

派遣事業（千円） ２８５，０００ ２４８，０５８ ２５８，０００ 

 

④就業率 

年度 令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

就業率（％） ９０ ９０．７ ９７．０ 

 

⑤就業実人員 

年度 令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

受託事業（人） １，３５０ １，３４５ １，３５０ 

派遣事業（人） ４２０ ４２１ ４００ 

 

⑥就業延べ人員 

年度 令和元年度 

（目標） 

平成３０年度 

（実績） 

平成３０年度 

（目標） 

受託事業（人） １２５，０００ １２３，６９０ １２５，０００ 

派遣事業（人） ５４，０００ ４６，０５４ ５２，０００ 

 

 



４．具体的実施計画 

【１】会員数を増やす 

１入会説明会の開催 

・入会説明会を【毎月原則１０日（センター会議室）・２５日（弁天池公園管理事務所）】 

と、「プラザｄｅ門真もん市」の開催時に月３回（年３６回）開催します。 

・新入会研修会及び体験就業を実施し、正会員になってスムーズに就業を行える体制 

を整えます。 

２就業以外での分野で魅力あるセンターづくりの推進 

・会員の交流や絆を固めることが出来る公認同好会の拡充を目指します。 

・『シルバーフレンドリーショップ』やセンター会員限定割引制度を利用し、会員登録 

の魅力を伸ばします。 

３積極的な入会促進活動の実施 

・地域班組織を活用し、口コミによる入会の促進を行います。 

・会員紹介キャンペーン『会員さんいらっしゃーい！』運動を推進します。 

  ４在会５年、１０年の聞き取りアンケートの実施 

・在会５年、１０年の会員に対し聞き取り調査を実施し、魅力あるセンターを目指し、 

入会の拡大・退会の抑制に努めます。 

・会員台帳の変更を行い、会員の現状把握に努めます。 

  ５女性会員の拡大 

・女性活躍委員会を中心とした「女性の就業機会の拡大」「女性会員の拡大」「地域貢 

献」を柱とした活動を実施します。 

・女性市民に就業に結び付く講習会などの参加を呼びかけ、女性会員の獲得を図りま 

す。 

６入会促進の周知 

・各種イベント活動時に入会促進のための案内ブースを設け、入会の促進を図ります。 

・毎月第１、第３月曜日に市役所ロビーにて入会促進の周知を行います。 

７ホームページやメディアによる媒体での情報発信 

・市広報紙に年 3 回会員募集の記事を掲載します。 

・ホームページをリニューアルし、就業情報や同好会活動記事や入会説明会の開催情 

報を発信します。 

・メディアへ会員の活躍情報を提供し、「生きがい就業」への周知を高め、多くの会員 

の獲得に努めます。 

 

【２】就業機会を拡大する 

  （１）生きがい就業の推進 

    高齢者の生きがい就業の機会を拡大する為に、請負・委任、労働者派遣、職業紹介

の三つの形態を駆使し、積極的な活躍の場を創造します。 

1.受託事業（請負・委任による就業） 

・植木剪定、清掃、除草等完成が見込める業務は、積極的に受託に努めます。 

・既存の契約内容が適正な請負・委任に適合しているかを再点検し、是正します。 

・職種・グループごとに、レベルアップの為の研修会講習会を開催します。 



・全会員を対象とした適正就業推進委員会がする適正就業特別研修会を開催し、適正

就業、就業の心得・マナー等のレベルアップを図ります。 

2.労働者派遣事業 

・製造部門や自動車運転等、雇用の環境、指揮命令が生じる就業は、積極的に派遣の

形態で契約し、就業機会の開拓を推進します。 

・最初に派遣就業する会員に対しては、入職時訓練を行ない、一定期間派遣就業中の

会員には、キャリアアップ教育訓練を実施します。 

3.職業紹介事業 

・直接雇用を希望する就業については、有料の職業紹介事業を行います。 

4.訪問介護事業・総合福祉事業 

・介護保険事業・地域支援事業・福祉有償運送事業・地域交流サロン事業等をまとめ

て実施する総合福祉事業所を目指します。 

・介護保険事業所として介護初任者研修の修了者（ヘルパー２級）による訪問介護を 

実施します。 

・地域支援事業に参入します。また、地域支援事業に必要な講習会を会員に広く周知

し、講習会の受講を促します。 

・交通弱者支援の為、福祉有償運送事業を継続します。 

・地域包括支援センターと連携し介護予防の為の体操「いきいき百歳体操」の普及活 

動に協力します。また、地域出張型サロン・出張型便利や Dayを開催し地域交流の 

拡大に努めます。 

5.指定管理事業 

 ・指定管理者として「弁天池公園」施設の管理を引き続き行います。 

 ・新たな指定管理施設の公募に積極的に参加します。 

6.独自事業 

  ・当センターが独自に企画運営する事業として、喫茶店「チエブクロー」や地域交流

サロン「つどエール」、作業所「ハッピーエール」の運営。一般市民対象とした市民

貸農園の運営管理。また、引き続き交通弱者を対象とした福祉有償運送事業等を行

います。 

7.地域就業機会創出・拡大事業 

地方公共団体や商工団体等と連携して、地域企業の雇用問題の解決、地域企業の

活性化、地域社会・経済の維持・発展等につながる新たな就業機会を創出する事業

を継続します。 

① 門真市特産のレンコンをメインに栽培する「伝統野菜栽培促進活用事業」を実施

します。レンコン等の栽培・販売を主体に年齢を問わない会員の活用を行います。

また、地権者との理解を含め、農地の有効利用を模索していきます。 

 

伝統野菜栽培促進事業（目標数値） 

年度 令和元年度（目標） 

契約金額（千円） １，２００ 

就業延人員（延人員） ７００ 

 

 



② 商店街の空き店舗を活用した希望や体力に合わせて働くことが出来る軽作業を 

提供する生きがい作業所を継続します。また、「育児支援・地域交流・世代間交流 

活性化事業」など託児所やカルチャー教室を開講し、特技を有する会員活用の場 

を広げます。 

福祉作業所で育児支援・地域交流・世代間交流活性化事業（目標数値） 

年度 令和元年度（目標） 

契約金額（千円） ３８４ 

就業延人員（延人員） ７２０ 

 

（２）就業の質の向上 

1.技能研修会の参加 

・大阪府シルバー人材センター協議会河北ブロック地区主催の技能講習（除草作業、植

木剪定講習会など）に参加します。 

・各種関連団体による技能講習の参加機会を拡大します。 

・大阪府シルバー人材センター協議会が主体とする自動車運転講習、生活支援講習会、 

くすのき広域連合が主体とする地域支援事業講習会（仮名）などを広く市民に周知し、

入会の促進に努めます。 

 

【３】普及啓発活動を推進する 

（１）センター主催イベントや各種団体等のイベント参加時に、センターの活動や主旨が広

範囲に浸透する工夫を凝らした普及啓発活動に努めます。 

1.センターが主体とする普及啓発活動 

・弁天池公園イベント実行委員会を組織し、指定管理施設「門真市立弁天池公園」で、 

スプリングカーニバル（４月２９日）、ふれ愛感謝祭（１１月２３日）を開催します。 

・清掃ボランティア活動として、弁天池公園清掃活動（毎月第１土曜日）市内清掃活 

 動（毎月第３土曜日）を実施します。 

・シルバー便利や Day（毎月第１・第３月曜日）を市役所ロビー・センター事務所前で 

開催します。また随時シルバー便利や Dayやサロンを地域に出張させ事業の普及啓 

発のみならず地域の絆を深める一助となります。 

・地域班組織が行う普及啓発活動を推進していきます。 

2.他団体と協働し行う普及啓発活動 

・門真市民プラザで行う「プラザ de門真もん市」（毎月第２日曜日）を共催いたしま 

す。 

・「ふるさと門真まつり」の実行委員会に参画し、模擬店、普及啓発とボランティア活 

 動に協力します。 

3.他団体が行う事業に協賛し行う普及啓発活動 

・地方公共団体や、市民団体、企業団体、ＮＰＯ等が開催する「かどま市スポーツ・ 

レクリエーションフェスティバル」「キラッと門真市内統一清掃」「大阪マラソン」 

「古川橋ラブリーフェスタ・スプリングフェスタ」「大商業祭」「全国金魚すくい選 

手権門真市認定大会」「音楽とエコキャンドルナイト」「文化会館ふれあいまつり」 

 「かどまエコフェスティバル」「門真国際映画祭」等に参加し普及啓発に努めます。 

 



（２）機関紙やマスメディア、またはソーシャルネットワークを駆使した広報活動を行いま

す。 

1.機関紙「門真市シルバー人材だより」の発行を１０月号広報に折込し全戸配布いたし

ます。 

2.各種マスコミやケーブルテレビ『Ｊ：ＣＯＭ』や『ＦＭ-ＨＡＮＡＫＯ82.4ＭＨｚ』等

に積極的に出演を行います。 

3.年６回週刊大阪日日新聞に記事広告を掲載します。 

4.ＨＰ、地域情報サイトまいぷれ守口・門真、ＳＮＳ等を利活用し普及啓発に努めます。 

（３）ボランティア活動の推進 

1.協働できる団体や市民と連携を図り、門真市の美化活動に貢献いたします。 

2.毎月第１土曜日に弁天池公園にて清掃ボランティア活動を実施し、広く市民に周知 

します。 

3.毎月第３土曜日に門真市内各駅前、公共施設、寺社史跡の清掃ボランティア活動を 

実施します。 

4.毎週金曜日に公用車を使用し、地域の安全防犯活動として、青色防犯パトロールを市 

内全域で活動します。 

（４）フレンドリーショップの活用 

1.会員割引加盟店『フレンドリーショップ』の新規開拓を行います。 

2.フレンドリーショップ加盟店相互のコラボレーション商品の開発など、マッチング

業務を進めます。 

3.既存加盟店での会員の利用率増加・就業機会の開拓に努めます。 
 

【４】公益社団法人としてのガバナンスの徹底を図る 

1. 法令遵守と諸規程の整備、遵守に努めます。 

2. 事業運営、組織体制、開示文章等を広く情報公開の開示を図ります。 

3. 個人情報保護方針に基づき個人情報保護の徹底に努めます。 
 

【５】安全・適正就業を推進する 

  1. 無事故就業の推進 

・門真警察署等の協力を得て、自転車運転講習会を開催します。 

     ・運転業務の会員への自動車安全運転の講習を実施します。 

     ・安全就業推進委員会による安全パトロールを強化します。 

     ・事故の再発防止のため、事故内容の検証をし、事故事例の公開周知を徹底します。 

・各講習会・研修会の際に救急救命講習を開催し、職場の安全性を高めます。 

・自転車保険の加入を呼びかけ、未加入者を減らします。 

     2. 適正就業 

     ・『適正就業ガイドライン』の周知徹底に努めます。 

・現況調査に努め、契約内容の再チェックを実施し、適正な情報に更新します。 

・全会員対象とした適正就業特別研修会を開催し、就業の適正化と、モラル向上、就 

業の質の向上に努めます。 

   3.自己健康管理、健康診断の推進  

    ・市民健康診断の受診を推奨します。 

・会員の心得を遵守し、健康には常に注意し健康な状態で就業するように心がけます。 



【６】法人組織の活性化を目指す 

１理事会 

・公益社団法人としての組織運営の活性化に取り組みます。 

・理念を現実にする最高の執行機関として、総会で決議された事業を執行します。 

・コンプライアンスの徹底を図り、法人組織運営を行います。 

・他市センター事業運営の視察調査を実施します。 

２三役部会 

・「組織部会」、「就業開拓部会」、「普及啓発部会」を中心とし、具体的事業計画に基づき

部会運営に努めます。 

・理事長、副理事長、部会長で月１回の会議を実施し、迅速な事業運営に取り組みます。 

・総会、理事会の審議案件について立案をします。 

３各種委員会 

・「安全就業」「適正就業」「女性活躍」「清掃ボランティア」「イベント推進」の具体的目

的をもった委員会運営に努めます。 

・知識、経験、経歴を参考とし、新たな人材を委員として登用し法人組織の活性化を図り

ます。 

４事務局体制の充実 

・理事会の決定に従い、迅速かつ的確に業務を遂行します。 

・公益社団法人として、会計基準に基づいた適正な会計処理に努めます。 

・法令及び定款、諸規定に従い法人状況を正しく示し事業の充実を図ります。 

５法人運営を活性化する取組 

（１）中長期計画の作成 

・『設立４０周年へのマスタープラン』の検証を行います。 

・第２期マスタープラン作成委員会を選任し、中長期計画の作成に取り組みます。 

（２）設立４０周年記念事業 

・４０周年記念事業実行委員会を中心とし、「イベント」・「広報」・「式典」の３分科会に

分かれ、実施に向けた検討を行います。 

（３）地域班、職域班の取組み 

・技能のレベルアップ、見積金額の統一、事務の合理化などの取組みを図ります。 

・４ブロック１７地域の地域班を見直し、現状に合った地域班組織体制を検討します。 

（４）新たな人材の登用 

・理事監事候補者選考委員会による新たな人材の発掘を行い、次期改選に向けた準備を

行います。 

 

【７】描け未来、次の十年へ 

中長期計画の作成 

・有識者を招き入れた中長期プラン作成委員会を中心に、第二期の中長期計画の策定を

行います。 


